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 ２０２５年９月１０日 

Ｔ Ｈ Ｋ 株 式 会 社 

 

 

複雑な形状にフィットする「次世代マルチ吸着ハンド」の受注を開始 

～可搬質量の向上により、自動車部品業界向けに用途を拡大～ 
 
ＴＨＫ株式会社（東京都港区 代表取締役社長：寺町 崇史、以下、ＴＨＫ）は、複雑な形状をしたワークの吸着に適

した、自動車部品業界向け「次世代マルチ吸着ハンド（TNH08-V09）」の受注を開始いたします。 

 

 

「次世代マルチ吸着ハンド」は、変種変量生産の課題である段取り

時間を削減するためのロボットハンドです。モジュール化したハンド本

体には、吸着パッドが付いた 9本の中空シャフトを備えており、ワーク

の形状にフィットしながら吸着することが可能です。 

ハンド 1つあたりの可搬質量は 7kgで、複数のハンドを用いること

で自動車部品の中でも、バンパーやランプ類といったワークを持ち上

げることが可能です。また、センサを搭載することで、ワークの検知や

吸着状態の監視を実現します。 

 

近年、次世代型の自動車の普及に伴い、自動車部品の生産工程

における変種変量のニーズの高まりや、自動車部品自体のデザイン

性の向上が進んでいます。しかし、複雑な形状をしたさまざまな部品

を生産ラインへ流すためには、ロボットハンドの段取り替え時のサイ

クルタイムを短縮しなければならないといった課題がありました。 

「次世代マルチ吸着ハンド」は、ＴＨＫ独自のクイッククランパーエレメント技術により、複雑な形状にフィットして安定

したワーク搬送が可能です。また、さまざまな種類のワークをハンド交換なく吸着可能なため、サイクルタイムの短縮

にも貢献いたします。 

 

ＴＨＫはこれからも独自の新製品開発を通して、あらゆる分野の自動化、省力化需要にお応えし、生産性向上や工

程改善のためのソリューションをご提案してまいります。 

 

特長 

⚫ 【複雑な形状にフィット】 シャフトが固定されワークの姿勢を維持 
ＴＨＫ独自の特許技術「クイッククランパーエレメント*」により、安定した姿勢でワークを吸着します。 
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        *直線移動のクランプ・アンクランプをワンタッチで行うことができるロック機構を備えた機械要素部品です。 

たる型の「グォードローラー」をアウターリングに搭載しています。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⚫ 【段取りレス】 1つのハンドで複数のワークに対応可能 
9本のシャフトがさまざまな形状にフィットすることでハンド交換が不要なため、段取りロスの削減に貢

献します。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

⚫ 【装置構成のシンプル化】 モジュール化により、設計工数を削減 
特許技術を活かすことで、コンパクトかつ軽量な構成を実現しました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

ＴＨＫ株式会社 マーケティング PR統括部 担当：中川 / 石川   TEL：03-5730-3845   E-mail：thk-sp@thk.co.jp 


